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グループホームおもとの郷川崎藤崎

自己評価及び外部評価結果

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

神奈川県川崎市川崎区藤崎1－20－2

事業所はJR線および京浜急行線「川崎」駅から臨港バスで約10分、バス停「中島2
丁目」で下車、徒歩4分の閑静な住宅街にあります。
＜優れている点＞
外国籍の職員を積極的に受け入れています。文化の違いや衛生習慣に至るまで座学
や実地研修などで個別指導を行ない、利用者との会話、記録の読み書きなど、業務
に支障が出ないように事業所全体でフォローの環境に取り組み、働きやすい環境を
整えています。また、「個人別介護記録」の様式を改定し、「ケアプラン実施状
況」チェック項目欄を設け、日々の食事、健康、活動などが介護計画に沿っている
か確認できるようにしています。この記録は、介護計画を見直すケア会議の話し合
いに活用し、現状確認をしながら一人ひとり利用者や家族の要望に沿った支援に繋
げています。消灯時間を設けず、夜は自由に過ごせることで、夜勤職員との会話や
好きな映画を一緒に見る楽しみ、利用者が時間に拘束されることなく家庭に近い環
境で過ごせるように支援しています。施設内の部屋はマイナス電位溶剤（墨）を壁
紙の下に塗り込んであり、マイナスイオンを多く発生させることで、室内に臭気が
こもらず快適に過ごせる環境です。
＜工夫点＞
職員の発案で、敬老会や文化祭に利用者の家族を招待することを企画し、職員が電
話で家族に参加の呼びかけをした結果、家族全員が参加しています。職員の家族と
対話・交流したいという積極的な姿勢が通じた結果、家族と施設の相互理解が深ま
るなど信頼関係の構築に繋がっています。

■
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 1 ～ 14
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認知症対応型共同生活介護

私たちのグループホームおもとの郷川崎藤崎では「明るく、清潔に、優しく、心配
り」の理念を念頭に日頃のケアーを実践しています。令和6年度においては利用者様
の尊厳を重視し、言葉かけの大切に注目して職員間で話し合ってきました。「どん
な行動をおこす場合でも、十分に説明し、本人の意向を確認する」特に新人教育に
おいてはこの点を徹底しました。また、業務を優先するのではなく、利用者様の気
持ちを優先することを心掛けるようにしました。これまで業務優先の考え方が強
く、まだ十分とは言えませんが私たち職員は努力を続けているところです。

Ⅴ アウトカム項目

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

自己評価項目

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

令和7年5月12日令和7年1月30日

http://www.rakuraku.or.jp/kaigonavi/

定員　計

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

株式会社フィールズ



56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない ○ 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

 事業所名 グループホームおもとの郷川崎藤崎

 ユニット名 欅（２F）

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

株式会社フィールズ



グループホームおもとの郷川崎藤崎　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

２か月に1回行っている運営推進会議で
利用者様へのサービスの取り組み状況
について報告し、意見交換を行ってい
ます。そこでいただいた意見、アドバ
イスを日々のサーﾋﾞｽに生かすように努
めています。町内会の祭りに参加、子
供神輿におもとにたちよっていただい
た。

会議には町内会長や地域包括支援センター
職員、家族が参加しています。利用者、職
員、医療・介護など施設の現況報告を行
い、参加者からの意見をサービスの向上に
活かしています。地震時の避難訓練の場
所、実施内容を報告し、地域防災力を高め
るためにメンバーが持続的に検討していく
こととしています。

市町村の担当者とは必要に応じて連絡
しています。

区役所の高齢・障害課への介護保険の申請
は家族が行っていますが、職員が代理申請
をしている人もいます。訪問時に施設の状
況について報告し、情報、助言を得ていま
す。地域包括支援センター担当者とは情報
交換を行い、助言をもらいながら、良い関
係性を築いています。

地域のスーパーに買い物に行ったり、
自治会のお祭りに参加させていただい
ている。町内会長、包括支援セン
ター、民生委員の方々に運営推進会議
のメンバーとして参加していただいて
いる。

町内会長から行事の情報を得て、利用者が
夏祭りの盆踊りに参加したり、ホーム駐車
場が神輿の立ち寄り場として利用者と地域
の人が交流しています。職員は地域の防災
訓練に参加し、事業所との関係構築に努め
ています。ボランティアが社交ダンスや琴
の演奏などで来訪しています。

「認知症についての相談受付」のチラ
シを町内会館にチラシを置かせていた
だいています。今のところ具体的な相
談事例はありません。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

おもとの郷の理念を玄関に表示してい
ます。研修などの機会を利用して理念
を共有し、確認しています。
理念に沿って明るく、清潔，優しく、
心配りができるように心がけている。

事業所開設時に全職員にアンケートをと
り、「利用者が望まれる職員のあり方」で
何が良いかを考えた結果、「明るく清潔に
見える人、優しく心配りが行き届いた支援
者」を目標とする理念ができ、日々の介護
の拠り所としています。笑顔でゆっくりと
した言葉かけに努めています。

株式会社フィールズ



グループホームおもとの郷川崎藤崎　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象と
なる具体的な行為を正しく理解するとともに、身
体的拘束等の適正化のための指針の整備、定期的
な委員会の開催及び従業者への研修を実施し、緊
急やむを得ない場合を除き、身体的拘束等をしな
いケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

運営推進会議に家族に出席していただ
き、意見や要望を出してもらっていま
す。それらの意見を運営に反映してい
ます。

面会は30分で1階の会議室で実施していま
す。毎日あるいは数日ごとに来訪する家族
が多く、利用者の様子の報告をし、意見や
要望を聞いています。医療、利用者の必要
な物などは電話で連絡しています。利用者
の要望に応えノンアルコール男子会を隔月
に行っています。

ノンアルコール男子会の日を
楽しみにしている利用者の成
功例から、女性が喜ばれる内
容の女子会開催の企画につい
ても期待されます。

今季の前半期において、成年後見制度
について学ぶ機会がなかったが、後半
期この制度を利用する利用者の入居が
あるので、この機会に制度について理
解を深めたい。

施設長が契約の際十分に説明し、理解
していただいている。

事業所内に身体拘束廃止・虐待防止委
員会を設け、定期的、持続的に有無を
確認し、研修を行っている。法人全体
で身体拘束廃止、虐待防止委員会を設
置し、身体拘束をしないケアに取り組
んでいる。ベッド４点柵を廃止し、セ
ンサーで対応している。

年間研修計画書を作成し、事例演習で実践
研修をしています。我が家のように自由に
行動できるように見守り、介助が必要な人
へは理解しやすい声かけ誘導方法の工夫を
しています。転倒予防のため家族の同意を
得てベッド近くに人感センサーを設置し、
即、かけつけ、介助ができるように支援し
ています。

身体拘束廃止・虐待防止委員
会の議事録は有りますが、研
修内容の記載がありません。
具体的な事例や行為など研修
内容を記載し、委員会に参加
していない職員も読み、理解
できるように、情報の共有が
期待されます。

定期的な研修行ったり、疑問に思うこ
とがあればスタッフ間で話合い、各自
の行動を見直す機会を設けている。
利用者の怪我、身体のアザなどを見つ
けた時はすぐに管理者に報告してい
る。スピーチロックが日常的に起こり
やすい虐待であることから、丁寧な声
掛け、言葉遣いを注意喚起している。

職員は、虐待防止の研修を受け理解してい
ます。気づきを伝え合える職員同士の関係
の構築、虐待に繋がるケアにならない言動
の工夫と確認に努めています。就寝時間を
限定せず本人の自由と見守り体制に配慮し
たところ、問題行動はなく、夜中に居間の
職員と会話をしたり、映画を見てから就寝
している人もいます。

株式会社フィールズ



グループホームおもとの郷川崎藤崎　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

現在、同業者との交流はほとんどない
が今後は交流の機会を作っていきた
い。

入居初期においてケアマネージャーを
中心に職員が積極的にコミュニュケー
ションをとっています。介護現場では
こまめに声掛けをし、他の利用者との
関係づくりに心がけ、本人のペースに
合わせて情報収集を行っています。

就業環境に特化して、代表者が管理者
や職員個々の勤務状態を把握する仕組
みができていないのが現状で、管理者
から代表者につないで行くことが今後
の課題。

シフトの希望、有給休暇など個人的な要望
はその都度話し合い要望に沿っています。
定期昇給制度がないため管理者が技術、努
力していることを評価し、その査定が給料
アップに繋がるように法人代表者に要望を
提出しています。就労意欲、やりがいに繋
げるように努めています。

代表者は職員一人ひとりの実際と力量
の把握はできていない。当該法人にお
いては管理者がその役割を担ってい
る。

年間研修計画書を作成し、計画的に指導し
ています。職員はケアに必要な知識と技術
を習得しています。技術向上、資格取得を
目指せるように外部講師についても検討し
ています。外国籍の職員を積極的に受け入
れ、文化や衛生習慣の違いは座学や現場研
修で丁寧に指導しています。

事業所独自で開催する運営会議におい
て意見を聞き、必要に応じて代表者に
あげる仕組みがあり、運営に反映でき
るようになっている。

管理者は職員といつでも話し合える環境を
整え提案を反映しています。職員と一緒に
花を育てる作業は利用者の楽しみとなって
います。トイレの場所がわからない利用者
と一緒に表示を書き、場所を決めたことで
迷わなくなったなどの事例もあります。食
堂イスの足置き作りや、ベッドの手すりカ
バー購入を提案し、握りやすいように工夫
しています。
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実施状況 実施状況
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自
己
評
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外
部
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価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人を共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

入居前に行っていた訪問マッサージ入
所後も継続していただいています。ま
た入居前にお世話になっていた方と電
話で話ができるように支援していま
す。また本人のなじみのある場所を散
歩コースに取り入れている。

近隣住民と交流を、町内会の夏祭りや秋祭
りに参加し深めています。散歩に出かける
ことが難しい人は、施設庭の花に水やりを
している時に、地域の人と会話をしていま
す。友人の訪問受け入れや、知人との電話
連絡の仲介をしています。馴染みの美容院
に通う人もいます。

できることを職員とお手伝いをしても
らっている。洗濯物たたみ、お盆ふ
き、テーブルふきなど。

家族の面会の際、家族と一緒に散歩に
行ってもらっている。また一緒に外出
し、外食を楽しんでいただいていま
す。定期的な通院を家族とともに過ご
す大切な時間ととらえ同行をお願いし
ている。

施設長が契約までの間に家族と密に連
絡を取り、困り事、要望等を聞きなが
らコミュニュケーションをとり、対応
させていただいています。

ｻｰﾋﾞｽ開始前に本人、家族、関係者から
情報を集め、当面必要な支援をケアマ
ネージャーを中心にして協議して見極
めています。また予測される必要な
サービスも視野に入れて柔軟に対応し
ています。
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外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

家族や親しい知人から情報をもらった
り、本人との会話の中から暮らし方や
生活環境を推測するなどして把握して
いる。これまでのサービス利用は入居
前の情報で確認している。

食事、入浴、排泄、、フロアでの様
子、夜間の睡眠状態を観察し、申し送
り（申し送りノート）で情報を共有し
ている。

利用（契約）終了後も連絡を取りあっ
ている家族がいます。このような事例
は少ないですが、これまでの関係性を
大切にしながら相談や支援ができれば
と考えています。

利用者との会話の中からどうしたいの
か把握できるように努めている。本人
が意向を表現できないときは本人に
とってどうするのが良いのかを協議し
ている。

生活場面や入浴などの個別ケアのときの会
話から思いや意向の把握に努めています。
個性の強い人には、視界に入らない席の工
夫、切り絵、絵を描く創作など趣味活動を
したい人にはできるように材料の準備と作
業場所を提供しています。本来禁止のハサ
ミ利用も許可しています。

仲の良い利用者同士の座席を近くにし
て、会話を楽しんだり、作業を一緒に
行ったりして関わりあいを密にできる
ように工夫している。逆に相性の悪い
利用者は席を遠ざけトラブルが起こら
ないようにしている。
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

居宅にいた時の係りつけ医に継続いて
受診していただいている方２名いる。
受診に関しては家族に対応していただ
おいている。往診医とかかりつけ医の
連携が取れ、情報交換が十分になされ
ている。

提携内科医の訪問診療は月に2回、事業所
の看護師が同席し、介護職員との情報の共
有、利用者の健康管理を担っています。訪
問歯科医は週1回、歯科衛生士が口腔ケア
を行っています。夜間緊急時は24時間オン
コール体制です。専門医受診の際の同行は
家族対応です。

居室へのはさみや針などの（危険物）
持ち込みを基本禁止していが、一人の
方（Ｒ6.8入居）に限り、持込を認める
対応をしている。おり紙で製作物を作
ることを生活の楽しみとされており、
はさみは製作のための必需品であるた
め。

近くにあるコンビニ、スーパーは買い
物の楽しみ、地域社会とのつながりが
実現できる大切な資源。職員と一緒に
出かけている。また藤崎公園を散歩
コースとして利用し、自然に触れ季節
を肌で感じたり、気分転換をしていた
だいている。自治会主催の祭りにも参
加させていただいている。

定期的にモニタリング、カンファレン
スを行い情報を共有し、アイデアを出
しあって家族や関係者に相談したり、
協力をお願いしている。カンファレン
スを行い現状にあった介護計画の作成
に努めている。

日々の介護記録用紙に「ケアプラン実施状
況」という項目欄を設け、日々のケアが介
護計画に沿っているか確認できるようにし
ています。また利用者の現状確認をしなが
らカンファレンスで介護計画に落とし込ん
でいます。家族の意見は面会時や電話で話
し合い、6ヶ月ごとの計画の見直しに反映
しています。

個別の記録はの介護計画に対して
どうだったのかを書くように記録用紙
の様式を変更（R6,4～）。記録の内容
を職員間で共有し、介護計画の見直し
に繋げている。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

定期的な訓練ができるようにできてお
らず、実践力を身に着けているのは一
部の職員のみである。（今後の課題)

災害時、全職員が利用者が避難できる
方法を身に着けるに至っていない。運
営推進会議に自治会長さんより地域と
しての取り組み状況にいつて情報をい
ただいている。2月22日（土曜日）藤崎
町自治会主催の防災訓練に参加する。

火災・避難訓練は年2回行っており、夜間
想定の通報訓練や避難訓練には利用者も参
加しています。災害時の飲料水は3日分・
食料品などを備蓄しています。地域の防災
訓練に職員が参加するなど、徐々に地域と
の関係づくりを行っています。BCP（業務
継続計画）は策定してあり、今後の研修で
周知する予定です。

災害時備蓄品リストの作成に
は至っていません。リストの
項目に、品名、数量、消費期
限、保管場所、点検日、確認
者欄などを入れ、管理するこ
とが期待されます。

利用者が入院した時は担当のソーシャ
ルワーカーと連絡路取り、病状の確
認、入院期間や退院の時期につて情報
をもらうようにしている。

重度化する前から医師と家族、施設側
が協議を始め、終末期をどのように過
ごしていただくか方向性を決めてい
る。まず医師が家族に直接面談し、説
明をした上で家族に方向性を決めてい
ただいている。

契約時に「重度化した場合及び看取りの介
護に関する指針」を説明し、看取り介護の
手順と対応の説明、延命措置の確認の上、
同意を得ています。看取りを希望する利用
者が多く、職員は家族の希望に沿った支援
に努めています。家族が最期の時を居室で
一緒に過ごせるように簡易ベッドを備えて
います。

現在は、医師と看護師、介護
職員が情報を共有し相談しな
がら看取りの対応をしていま
すが、職員の理解を更に深め
るため、全職員を対象に終末
期のケアに関する研修を行う
ことが期待されます。

利用者に体調の変化があった場合は看
護師に電話して相談している。夜間に
おいては指示をもらい対応している。
また利用者の状態によっては看護師か
ら医師につないでももらっている。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

食事の号令、おしぼり配り、洗ったお
盆をフキンで拭く作業を一緒に行って
いる。また食事のメニューを白板に書
いてもらっている。数か月に１回男子
会を開催し、ノンアルコールビールを
楽しむ会を始めています。（男性利用
者５名）

日常的な会話の中で食べたい物を把握し誕
生日に提供するなど、食を楽しめるように
支援しています。家庭菜園で利用者と一緒
に作ったトマトやピーマンを調理に活用し
ています。利用者がホワイトボードに本日
のメニューを書いたりお盆を拭くなど、利
用者ができることを職員と一緒に行ってい
ます。

夜の消灯時間は決めておらず、リビン
グでテレビをみたい方には夜勤者が希
望に沿っている。また一度居室の戻ら
れたあと居室、リビングを行き来して
自由に過ごしていただき、様子を見て
臥床を促すようにしている。

毎日お化粧、かみ飾りをご自身で行う
利用者がいる化粧品の購入するお手伝
いもしている。自分でできない利用者
はヘアーブラッシングなど職員が介助
しています。

心がけているが、状況によって難しい
場合もある。（例①失禁して更衣が必
要な時、介助させてもらえない。）

利用者の尊厳を重視し、声掛けの大切さに
ついて職員間で話し合っています。ケアの
前に利用者に説明し意向を確認していま
す。トイレのドアを閉めたり、申し送りで
名前を伏せるなどプライバシーに配慮して
います。管理者は職員の不適切な声掛けに
はすぐに指導しています。

更衣する時、洋服を選んでもらってい
る。またおやつの時、飲み物の希望を
聞いて決めることもある。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

水分量のチェック、起き抜けの冷水、
牛乳の飲用（牛乳を飲める方）で自然
排便を促している。歩行が不安定でも
手引き歩行が可能な方はできるだけ歩
いてトイレに誘導している。

入浴予定はあるが、体調や気分等当日
の状態、希望に沿って行っている。入
浴剤を使用して楽しい気分になれるよ
うにしている。

浴室の洗い場に畳を敷き、正座をしても足
下が柔らかく暖かくなっています。入浴剤
を入れたりゆず湯や菖蒲湯にして利用者が
入浴を楽しめるように支援しています。入
浴をためらう利用者には声掛けの工夫をし
て利用者に納得してもらうまで待ち入浴に
繋げる支援をしています。

口腔の状態を訪問歯科医と相談しなが
ら、口腔状況によってスポンジや歯間
ブラシ，ジェルを使用している。口腔
ケアは毎食後行い、できる方には自身
でやっていただき、歯科衛生士のアド
バイスで磨き残しがある方は仕上げを
職員が介助している。

歩行が不安定のため夜間はポータブル
トイレを使用していただいているが、
日中はポータブルトイレを居室より撤
去して外のトイレを使用してもらって
いる。また自身でトイレにいくことが
できない方は時間や本人の動きをみて
トイレ誘導している。

排泄と水分チェックを記録し、日中は利用
者それぞれの排泄パターンに合わせてでき
るだけトイレで排泄できるように支援して
います。日中水分を多くとるように支援し
ていることから夜間も排尿の量が多いた
め、夜間のおむつ交換は3時間ごとに行い
衛生保持に努めています。

食事摂取量、水分摂取量は専用の記録
用紙に記載してる。日勤者、夜勤者が
それをチェックして必要があれば申し
送りを行い、翌日のケア～に繋げてい
る。またチェックの結果、水分が足り
てない時は好きな飲み物を提供してい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

散歩を兼ねて、コンビニ、スーパーに
出かけ、おやつを選んで貰ったり、本
人の食べたい物（ホットドック、パ
ン）を購入している。

玄関に季節の花、トマトなどを植え、
一年を通して、水やり、草取り、など
の手入れを職員と一緒にやっていま
す。車いすの利用者も外に出て外気に
当たり、花や、植物で季節を感じ、気
分転換ができます。

毎日、戸外に出る楽しみがあるよう
に、玄関先、敷地内に花、緑地を用意
して、外気に当たりながら日向ぼっこ
シャボン玉などを楽しんでもらう。通
行中の地域の方がこをかけてくれるこ
ともある。家族の協力を得て外食に連
れ出していただき、お寿司にビールな
ど楽しんで帰られている。

車いす利用者も含め、外出できる利用者は
近隣へ散歩に行っています。公園に花見に
行ったり、スーパーやコンビニエンススト
アで買い物の外出支援を行っています。利
用者が家族との外出を希望する場合には家
族に電話をかける仲介をしています。家族
とレストランでの食事や、墓参りをする利
用者もいます。

就寝時間は決めず、個人の希望やその
時の体調によりその人のペースにあわ
せて支援している。居室で一人で過ご
すことが寂しいと感じている利用者に
は、他の利用者とお話したり、ﾃﾚﾋﾞを
見ながら眠くなるまでゆっくり過ごし
ていただいてる。

薬の変更（増量、減量、中止等）が
あったときは薬剤師が変更内容を記載
し回覧し、連絡ノートにも記載し、職
員に情報を提供している。申し送り時
にケアマネ、施設長より様子観察の指
示やりを出している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

居室の家具（タンス椅子）などは自宅
で使用していたなじみの深いものを持
ち込んでもらっている。家族の写真を
飾ったり、気に入っているカレンダー
（ジャイアンツ）を家族が差し入れて
いる。

写真や仏壇など利用者のなじみの物を持ち
込み、居心地良く過ごせるような配置の支
援をしています。壁には利用者が制作した
塗り絵や好きな球団のポスターなど好みの
ものを貼っています。清掃は職員が週2、3
回行い、利用者ができる場合にはシーツ交
換を職員と一緒に行っています。

トイレがわからない利用者と一緒にト
イレの場所を示す表示を作成したとこ
ろ、迷うことがなくなった。

壁面に季節感のある制作物や、作品、
写真などを掲示している。

建築時に、マイナス電位溶剤（墨）を壁紙
の下に塗り込んであり、室内に臭気がこも
らないようにしています。食堂で聞こえて
くるBGMの曲やテレビは利用者の好みを聞
きながら流しています。夜は消灯時間を定
めず、利用者が選んだ映画を職員と一緒に
鑑賞するなど家庭に近い環境で過ごせるよ
うにしています。

共用空間はスペース的に制約多いが、
気の合う人、話ができる人、それぞれ
の特性を考慮し席を決めている。
　折り紙制作が得意な人には作品を展
示できるようにいている。

入居して間もない利用者は帰宅願望が
強く気持ちが不安定になりやすいた
め、施設から家族に電話をしてお話し
てもらうようにしている。またお世話
になっている大切な方からの電話をも
らい「安心した」という利用者には、
施設から電話を入れるように支援をし
ている。
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない ○ 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

 事業所名 グループホームおもとの郷川崎藤崎

 ユニット名 李（３F）

　Ⅴ　アウトカム項目
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グループホームおもとの郷川崎藤崎　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

２か月に1回行っている運営推進会議で
利用者様へのサービスの取り組み状況
について報告し、意見交換を行ってい
ます。そこでいただいた意見、アドバ
イスを日々のサーﾋﾞｽに生かすように努
めています。町内会の祭りに参加、子
供神輿におもとにたちよっていただい
た。

市町村の担当者とは必要に応じて連絡
しています。

地域のスーパーに買い物に行ったり、
自治会のお祭りに参加させていただい
ている。町内会長、包括支援セン
ター、民生委員の方々に運営推進会議
のメンバーとして参加していただいて
いる。

「認知症についての相談受付」のチラ
シを町内会館にチラシを置かせていた
だいています。今のところ具体的な相
談事例はありません。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

おもとの郷の理念を玄関に表示してい
ます。研修などの機会を利用して理念
を共有し、確認しています。
理念に沿って清潔，優しく、心配りで
きるように心がけている。
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グループホームおもとの郷川崎藤崎　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象と
なる具体的な行為を正しく理解するとともに、身
体的拘束等の適正化のための指針の整備、定期的
な委員会の開催及び従業者への研修を実施し、緊
急やむを得ない場合を除き、身体的拘束等をしな
いケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

運営推進会議に家族に出席していただ
き、意見や要望を出してもらっていま
す。それらの意見を運営に反映してい
ます。

今季の前半期において、成年後見制度
について学ぶ機会がなかったが、後半
期この制度を利用する利用者の入居が
あるので、この機会に制度について理
解を深めたい。

施設長が契約の際十分に説明し、理解
していただいている。

事業所内に身体拘束廃止・虐待防止委
員会を設け、定期的、持続的に有無を
確認し、研修を行っている。法人全体
で身体拘束廃止、虐待防止委員会を設
置し、身体拘束をしないケアに取り組
んでいる。ベッド４点柵を廃止し、セ
ンサーで対応している。

定期的な研修行ったり、疑問に思うこ
とがあればスタッフ間で話合い、各自
の行動を見直す機会を設けている。
利用者の怪我、身体のアザなどを見つ
けた時はすぐに管理者に報告してい
る。スピーチロックが日常的に起こり
やすい虐待であることから、丁寧な声
掛け、言葉遣いを注意喚起している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

現在、同業者との交流はほとんどない
が今後は交流の機会を作っていきた
い。

入居初期においてケアマネージャーを
中心に職員が積極的にコミュニュケー
ションをとっています。介護現場では
こまめに声掛けをし、他の利用者との
関係づくりに心がけ、本人のペースに
合わせて情報収集を行っています。

就業環境に特化して、代表者が管理者
や職員個々の勤務状態を把握する仕組
みができていないのが現状で、管理者
から代表者につないで行くことが今後
の課題。

代表者は職員一人ひとりの実際と力量
の把握はできていない。当該法人にお
いては管理者がその役割を担ってい
る。

事業所独自で開催する運営会議におい
て意見を聞き、必要に応じて代表者に
あげる仕組みがあり、運営に反映でき
るようになっている。

株式会社フィールズ



グループホームおもとの郷川崎藤崎　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

入居前に行っていた訪問マッサージ入
所後も継続していただいています。ま
た入居前にお世話になっていた方と電
話で話ができるように支援していま
す。また本人のなじみのある場所を散
歩コースに取り入れている。

できることを職員とお手伝いをしても
らっている。洗濯物たたみ、お盆ふ
き、テーブルふきなど。

家族の面会の際、家族と一緒に散歩に
行ってもらっている。また一緒に外出
し、外食を楽しんでいただいていま
す。定期的な通院を家族とともに過ご
す大切な時間ととらえ同行をお願いし
ている。

施設長が契約までの間に家族と密に連
絡を取り、困り事、要望等を聞きなが
らコミュニュケーションをとり、対応
させていただいています。

ｻｰﾋﾞｽ開始前に本人、家族、関係者から
情報を集め、当面必要な支援をケアマ
ネージャーを中心にして協議して見極
めています。また予測される必要な
サービスも視野に入れて柔軟に対応し
ています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

家族や親しい知人から情報をもらった
り、本人との会話の中から暮らし方や
生活環境を推測するなどして把握して
いる。これまでのサービス利用は入居
前の情報で確認している。

食事、入浴、排泄、、フロアでの様
子、夜間の睡眠状態を観察し、申し送
り（申し送りノート）で情報を共有し
ている。

利用（契約）終了後も連絡を取りあっ
ている家族がいます。このような事例
は少ないですが、これまでの関係性を
大切にしながら相談や支援ができれば
と考えています。

利用者との会話の中からどうしたいの
か把握できるように努めている。本人
が意向を表現できないときは本人に
とってどうするのが良いのかを協議し
ている

仲の良い利用者同士の座席を近くにし
て、会話を楽しんだり、作業を一緒に
行ったりして関わりあいを密にできる
ように工夫している。逆に相性の悪い
利用者は席を遠ざけトラブルが起こら
ないようにしている。
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

自宅に居たとき手術を受けた疾患の術
後の経過をみるため、家族が同行し、
受診を継続している方２名。その情報
は施設の往診医と情報共有され、連携
が取れている。

ご家族の希望により、入居以来土日、
祭日を除く毎日面会を実施していま
す。30分間の時間制限はきちんと守っ
ていただいています。（コロナのクラ
スター発生時は中止）

近くにあるコンビニ、スーパーは買い
物の楽しみ、地域社会とのつながりが
実現できる大切な資源。職員と一緒に
出かけている。また藤崎公園を散歩
コースとして利用し、自然に触れ季節
を肌で感じたり、気分転換をしていた
だいている。自治会主催の祭りにも参
加させていただいている。

定期的にモニタリング、カンファレン
スを行い情報を共有し、アイデアを出
しあって家族や関係者に相談したり、
協力をお願いしている。カンファレン
スを行い現状にあった介護計画の作成
に努めている。

個別の記録はの介護計画に対して
どうだったのかを書くように記録用紙
の様式を変更（R6,4～）。記録の内容
を職員間で共有し、介護計画の見直し
に繋げている。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 15 た

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

定期的な訓練ができるようにできてお
らず、実践力を身に着けているのは一
部の職員のみである。（今後の課題)

災害時、全職員が利用者が避難できる
方法を身に着けるに至っていない。運
営推進会議に自治会長さんより地域と
しての取り組み状況にいつて情報をい
ただいている。2月22日（土曜日）藤崎
町自治会主催の防災訓練に参加する。

利用者が入院した時は担当のソーシャ
ルワーカーと連絡路取り、病状の確
認、入院期間や退院の時期につて情報
をもらうようにしている。

重度化する前から医師と家族、施設側
が協議を始め、終末期をどのように過
ごしていただくか方向性を決めてい
る。まず医師が家族に直接面談し、説
明をした上で家族に方向性を決めてい
ただいている。

利用者に体調の変化があった場合は看
護師に電話して相談している。夜間に
おいては指示をもらい対応している。
また利用者の状態によっては看護師か
ら医師につないでももらっている。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

食事は一人ひとりが食べやすい形態に
して調理して盛り付けも食欲がわよう
に工夫している。食事前に嚥下体操を
行ない、利用者に順番に食事の「号
令」をかけてもらっている。職員が作
る行事食（節分・のり巻き）は大好評
だった。

体調に問題がない場合には、施設の決
まりに沿っていただくように誘導して
いるが、基本は本人の希望に沿ってい
る。意向を表出できる方には都度確認
し、話し合って決めている。

朝着替えの時、洋服を２パターン用意
し、選んで貰っている。髪を整えた
り、清潔な衣類を着用するよう支援し
ている。

声かけ時、言葉使い、タイミングなど
に気を付けて行っている。

更衣する時、洋服を選んでもらってい
る。またおやつの時、飲み物の希望を
聞いて決めることもある。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

水分量のチェック、起き抜けの冷水、
牛乳の飲用（牛乳を飲める方）で自然
排便を促している。歩行が不安定でも
手引き歩行が可能な方はできるだけ歩
いてトイレに誘導している。

入浴予定はあるが、体調や気分等当日
の状態、希望に沿って行っている。入
浴剤を使用して楽しい気分になれるよ
うにしている。

口腔の状態を訪問歯科医と相談しなが
ら、口腔状況によってスポンジや歯間
ブラシ，ジェルを使用している。口腔
ケアは毎食後行い、できる方には自身
でやっていただき、歯科衛生士のアド
バイスで磨き残しがある方は仕上げを
職員が介助している。

排泄の訴えのない方はその方のしぐ
さ、様子などをみてトイレに誘導して
いる。また、排尿パターンを把握し
て、時間を見てトイレ誘導を行い、失
禁を少なくするように心がけている。

食事摂取量、水分摂取量は専用の記録
用紙に記載してる。日勤者、夜勤者が
それをチェックして必要があれば申し
送りを行い翌日のケアーに繋げてい
る。またチェックの結果、水分が足り
てない時は好きな飲み物を提供してい
る。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

個々利用者は現金を現金を持っていな
いこともあり、お金を使うことへの要
望は少ない。今後は買い物に同行して
いただき、好きなもの（おやつなど）
を購入する機会を設けていきたい。

カラオケ、散歩（外気浴）、塗り絵な
どレクリエーションをして楽しんでい
ただいている。

毎日、戸外に出る楽しみがあるように
敷地内に緑地を用意し、草花を植え
て、自然を楽しんでもらえるようにし
ている。近くにある公園まで散歩に出
かけたり、。（個別対応で）家族の協
力で外食により外食に出かける方もい
る。

その日の気分や、体調により夜間でも
安眠できない、日中も居室で休んでい
たり、体調不良を訴え続ける、不眠が
数日続くこともあり、訪問医と相談し
ながら本人の意向を尊重して、本人の
ペースにまかせていることを基本にし
ている。

薬の変更（増量、減量、中止等）が
あったときは薬剤師が変更内容を記載
し回覧し、連絡ノートにも記載し、職
員に情報を提供している。申し送り時
にケアマネ、施設長より様子観察の指
示やりを出している。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

居室の家具（タンス椅子）などは自宅
で使用していたなじみの深いものを持
ち込んでもらっている。家族の写真を
飾っている方もいる。

居室ドアに顔写真付きの名前を表示し
ている。

施設内をを清潔にし、季節感のある制
作物や、作品、写真などを飾り付けし
て変化をつけている。

自身で移動できる方はリビング、廊
下、居室を自由に行き来し自由に過ご
している。（見守りを基本にし、制限
しない）移動に介助が必要な方は常日
頃から自身の思いを表現できるような
雰囲気づくりに努め、「部屋に行って
休みたい」などと発言される。

利用者からの要望もなく、支援にい
たっていない。

株式会社フィールズ



優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 35

災害時に昼夜を問わず利用者が避難で
きる方法を全職員が身に着けるに至っ
ていない。

全職員が日常の業務の中で「もし災害
がおきたら」との意識を持てるように
なる。

毎月1回　災害や備蓄、BCPの研修会等
を行い全職員で取り組む体制を構築す
る。 12ヶ月

2

備蓄の確保と整備。 誰が見てもわかるように備蓄リスト及
び備蓄品の表示。（賞味期限等）

１２ヶ月

3 34

利用者の急変時にすべての職員が初期
対応や応急手当ができるように訓練で
きていない。

「急変が起きた場合」を常に意識して
業務に当たれるように職員の意識つけ
ができる。

応急手当の講習会、初期対応について
もBCP研修で継続的に実施していく。

１２ヶ月

4

5
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